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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 9日 (2004.12.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 エ タ ロ ン の 周 囲 環 境 （ 温 度 、 圧 力 ） の 変 化 に 伴 い 要 求 さ れ る 校 正 （ 特 に 上 記 ダ ウ ン タ イ
ム を 伴 う 校 正 ） を な く す た め に 、 あ る い は 少 な く と も 校 正 の 実 施 間 隔 を 長 く す る た め に 、
エ タ ロ ン を 、 例 え ば 乾 燥 窒 素 ガ ス な ど の 安 定 な 気 体 で 充 満 し た 、 気 密 性 を 有 す る 筐 体 内 に
配 置 す る こ と が 考 え ら れ る 。 か か る 構 成 と す る こ と に よ り 、 ギ ャ ッ プ 間 の 気 体 の 屈 折 率 ｎ
の 変 動 を 少 な く す る こ と が で き る 。 ま た 、 筐 体 の 周 囲 温 度 を 一 定 に し た り 、 筐 体 内 の 温 度
、 圧 力 を そ れ ぞ れ セ ン サ を 用 い て 計 測 し 、 エ タ ロ ン の エ ア ー ギ ャ ッ プ 間 の 気 体 の 屈 折 率 ｎ
、 ス ペ ー サ の 熱 膨 張 か ら 計 測 波 長 を 補 正 し て も よ い 。 か か る 技 術 は 、 例 え ば 、 特 表 平 １ ０
－ ５ ０ ６ ２ ３ ２ 号 公 報 、 特 開 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 絶 対 波 長 校 正 す る と き は 、 狭 帯 域 発 振 エ キ シ マ レ ー ザ の 発 振 波 長 を 走 査 し 、 白
金 気 泡 セ ル に お け る 白 金 蒸 気 に よ っ て 与 え ら れ る 吸 収 線 の 光 強 度 を 観 測 す る 。 そ の 際 、 同
時 に フ リ ン ジ 波 形 の 半 径 ｒ が 観 測 さ れ 、 白 金 気 泡 セ ル に よ 吸 収 光 強 度 が 最 大 と な る
波 長 λ 0 の と き の フ リ ン ジ 波 形 の 半 径 ｒ ０ と し て 記 憶 す る こ と に よ っ て 絶 対 波 長 校 正 を 定
期 的 に 行 う 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 同 様 に 、 （ ２ ） 式 に お い て も 、 エ ア ー ギ ャ ッ プ 間 の 気 体 の 屈 折 率 ｎ の 環 境 変 化 に よ る 変
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動 に 対 し て Ｆ Ｓ Ｒ は 略 一 定 値 と し て 扱 わ れ る が 、 エ タ ロ ン の 部 分 反 射 膜 の 吸 水 等 に よ り エ
タ ロ ン の 部 分 反 射 ミ ラ ー 間 の 長 変 化 を 伴 い 、 フ リ ン ジ 角 θ が シ フ ト し 、 波 長 の 計 測 誤
差 を も た ら す 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 現 象 は 、 １ 週 間 に １ 度 、 限 ら れ た 時 間 内 で し か 実 施 で き な い ダ ウ ン タ イ ム を 伴 う

校 正 に お い て は 、 校 正 を 実 施 す る 作 業 と 作 業 の 間 に 波 長 計 測 の 誤
差 が 大 き く な る こ と を 意 味 し 、 精 度 の 高 い 計 測 を 困 難 に す る 要 因 と な っ て い た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 波 長 検 出 装 置 １ ７ は 、 エ タ ロ ン 型 分 光 器 １ ４ と 、 レ ン ズ ７ と 、 ラ イ ン セ ン サ １ ３ と を 含
む 。 エ タ ロ ン 型 分 光 器 １ ４ は 、 シ ー ル さ れ た 筐 体 １ ６ と 、 そ の 内 部 に 配 置 さ れ た エ タ ロ ン
６ と 、 吸 着 部 １ ８ と を 有 し て い る 。 エ タ ロ ン ６ は 、 部 分 反 射 膜 １ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ た ２
つ の 光 学 基 板 ２ を 、 厚 さ が 精 密 に 管 理 さ れ た ス ペ ー サ ３ を 介 し て 、 所 定 の エ ア ギ ャ ッ プ を
保 ち つ つ 、 部 分 反 射 膜 １ が 対 向 す る よ う に 配 置 し て 構 成 さ れ て い る 。 各 光 学 基 板 ２ は 、 適
度 な 弾 力 性 、 保 持 力 及 び 安 定 性 を 有 す る 接 着 剤 層 ４ を 用 い て 筐 体 １ ６ の 中 に 固 定 さ れ て い
る 。 こ こ で 、 エ タ ロ ン の 部 分 反 射 膜 の 材 料 と し て は 、 Ａ ｒ Ｆ の よ う な 真 空 紫 外 レ ー ザ の 波
長 で は 光 の 吸 収 が 小 さ い フ ッ 素 化 合 物 （ 例 え ば 、 ｄ Ｆ ２ 、 Ｎ ａ Ａ ｌ Ｆ ４ ） を 使 用 す る こ
と が 好 ま し い 。
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